
人権・同和教育

保健計画

・子どもの主体的な生活や心にひびく体験を通して、基本的な生活習慣を身に付け、温かい人間関係をつく
ることのできる子どもを育成する。

・日々の子どもの体調把握と室内・玩具などの消毒・衛生管理を行い、感染症対策に努める。

食育計画

家庭との連携

地域との連携

特別支援教育
・地域の発達機関との連携を図り、支援機関の職員が巡回相談等で園を訪問する機会を設ける。
・個別の指導計画を作成するうえで、所内で個々の状態やそれに応じた指導内容や手立てを話し合い連携
を図る。

・マナーを身につけておいしく食べる。　・食に興味・関心をもつ。
・栽培活動を通して、育てたり、収穫したりする喜びを味わう。
・家庭との緊密な連携の下に、保護者の気持ちを受けとめながら子どもの成長をともに喜ぶ。（個人懇談、
送迎時の対応、園だより、クラス通信、プリント、連絡ノート等を活用する。）

・保健センター、嘱託医、近隣の専門機関等と必要に応じて連携を図る。

安全対策
事故防止

・不審者対応マニュアルを確認しながら役割を把握し、子どもが安心して安全に生活できる体制づくりを図
る。
・遊具点検をし、子どもが安全に遊べる環境づくりをする。
・ヒヤリハットを活用しながら園内で話し合い、事故防止策を検討する。

・あいさつのできる子　・明るく元気な子
・やさしく情緒豊かな子
・自分のことが自分でできる子

・自分のことは自分でしてほしい

・友達と仲良くしてほしい

・怪我や病気をせず元気でいてほしい

・善悪の分かる子になってほしい

・感性豊かに育ってほしい

保育理念

保育方針

保育目標
　（目指す子ども像）

砥部町立麻生保育所

児童福祉施設として、一人一人の子どもの最
善の利益を考慮しながら、養護と教育を行いそ
の心身の発達を図る。
家庭的な雰囲気の中で、一人一人を受け入れ
大切に見守ることにより、情緒の安定を図り、
円滑な成長、発達を促せるように願って日々保
育する。

令和5年度 保育の内容に関する全体的な計画
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